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平成２９年第４回氷川町議会定例会会議録（第２号） 

 

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ８ 日 

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開 議 

於     議 場 

１．議事日程（第２日目） 

日程第 １ 報告第 ４号 宮原まちづくり株式会社の経営報告について 

日程第 ２ 報告第 ５号 平成２８年度氷川町財政健全化判断比率等の報告につい

て 

日程第 ３ 議案第３２号 平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第２号）につい

て 

日程第 ４ 議案第３３号 平成２９年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

日程第 ５ 議案第３４号 平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

日程第 ６ 議案第３５号 平成２９年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）について 

日程第 ７ 議案第３６号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及

び規約の一部改正について 

日程第 ８ 議案第３７号 工事請負契約の締結について 

日程第 ９ 議案第３８号 工事請負契約の締結について 

日程第１０ 議案第３９号 工事請負契約の締結について 

日程第１１ 認定第 ７号 平成２８年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第１２ 認定第 ８号 平成２８年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１３ 認定第 ９号 平成２８年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１４ 認定第１０号 平成２８年度氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第１５ 認定第１１号 平成２８年度氷川町宅地開発事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１６ 認定第１２号 平成２８年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 
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日程第１７ 同意第 １号 氷川町教育委員会委員の任命について 

日程第１８ 同意第 ２号 氷川町教育委員会委員の任命について 

 

２．本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１１名） 

１番 河 口 涼 一          ２番 清 田 一 敏 

３番 長 尾 憲二郎          ４番 上 田 俊 孝 

５番 江 嵜   悟          ６番 三 浦 賢 治 

７番 松 田 達 之          ８番 片 山 裕 治 

９番 米 村   洋         １１番 上 田 健 一 

１２番 永 田 義 昭 

 

４．欠席議員（１名） 

１０番 笠 原 良 一 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  草 野 信 一     書 記  畑 野 照 美 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣     副 町 長  平   逸 郎 

教 育 長  太 田 篤 洋     総 務 課 長  陳 野 信 次 

企画財政課長  濤 岡 美智代     税 務 課 長  西 田 美 子 

町民環境課長  野 田 俊 明     健康福祉課長  増 永 光 幸 

農業振興課長  前 田 昭 雄     農地整備課長  尾 村 幸 俊 

建 設 下 水 道 課 長  前 崎   誠     総務振興課長  稲 田 和 也 

商工観光課長  平 山 早 苗     会 計 管 理 者  橋 本 智 明 

学校教育課長  岩 本 博 美     生涯学習課長  山 本 昭 義 

農 業 委 員 会 事 務 局 長  星 田 達 也     代 表 監 査 委 員  本 田 孝 志 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（片山裕治君） おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

笠原議員から本日の会議に対して、体調不良のため出席できない旨の欠席届が出

され、これを認めましたので報告します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 １ 報告第 ４号 宮原まちづくり株式会社の経営報告について 

日程第 ２ 報告第 ５号 平成２８年度氷川町財政健全化判断比率等の報告につい

て 

日程第 ３ 議案第３２号 平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第２号）につい

て 

日程第 ４ 議案第３３号 平成２９年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

日程第 ５ 議案第３４号 平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１

号）について 

日程第 ６ 議案第３５号 平成２９年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）について 

日程第 ７ 議案第３６号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及

び規約の一部改正について 

日程第 ８ 議案第３７号 工事請負契約の締結について 

日程第 ９ 議案第３８号 工事請負契約の締結について 

日程第１０ 議案第３９号 工事請負契約の締結について 

日程第１１ 認定第 ７号 平成２８年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第１２ 認定第 ８号 平成２８年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１３ 認定第 ９号 平成２８年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第１４ 認定第１０号 平成２８年度氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第１５ 認定第１１号 平成２８年度氷川町宅地開発事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第１６ 認定第１２号 平成２８年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 
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日程第１７ 同意第 １号 氷川町教育委員会委員の任命について 

日程第１８ 同意第 ２号 氷川町教育委員会委員の任命について 

○議長（片山裕治君） 日程第１、報告第４号、宮原まちづくり株式会社の経営報告に

ついてから、日程第１８、同意第２号、氷川町教育委員会委員の任命についてまで

一括議題とします。 

町長の提案理由の説明を求めます。町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。 

本定例会に提案をいたしておりますのは、報告２件、平成２９年度一般会計及び

特別会計補正予算４件、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更、その他４件、

平成２８年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、人事案件の同意２件

でございます。 

まず、報告第４号は、宮原まちづくり株式会社の経営報告につきまして、報告第

５号は、平成２８年度氷川町財政健全化判断比率等の報告でございます。 

議案第３２号は、平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第２号）でありまし

て、歳入歳出それぞれ５億３５万円を追加し、歳入歳出総額をそれぞれ７５億５,

８３８万２,０００円とするものでございます。歳出の主な事業内容は、多目的駐

車場整備事業、熊本地震復興基金支援事業、宮原地区軍人墓地改修事業、障害児通

所給付費支援事業、台風被害生産施設復旧対策事業、地区要望等々に対する事業で

ございます。 

議案第３３号は、平成２９年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

でありまして、歳入歳出それぞれ３,５４１万１,０００円を追加し、歳入歳出総額

それぞれ２４億６,５２７万３,０００円とするものでございます。 

議案第３４号は、平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）であ

りまして、歳入歳出それぞれ５,７８３万４,０００円を追加し、歳入歳出総額それ

ぞれ１５億７,８９３万１,０００円とするものでございます。 

議案第３５号は、平成２９年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）で

ありまして、債務負担行為の追加を行うものでございます。 

議案第３６号は、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。 

議案第３７号から議案第３９号は、工事請負契約の締結について、氷川町議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得及び処分に関する条例第２条の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

認定第７号から認定第１２号までは、平成２８年度一般会計並びに特別会計の歳

入歳出決算の認定につきまして、監査委員の意見書及び主要な施策の成果に関する
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調書を添付をし、認定に付すものでございます。 

同意第１号及び同意第２号は、教育委員会委員の任期満了に伴い、再任及び新任

の任命について同意を求めるものでございます。 

以上、簡単に説明を申し上げましたが、具体的な内容につきましては、担当課長

に説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なるご決定とご承認をい

ただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（片山裕治君） これから、報告第４号から順次、詳細説明を求めます。 

総務振興課長、稲田和也君。 

○総務振興課長（稲田和也君） 報告第４号、宮原まちづくり株式会社の経営報告につ

いて、地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりご報告いたします。 

報告にあたりまして、４ページまでは平成２８年度の事業計画です。報告規定で

は、地方自治法施行令１７３条に毎事業年度の事業の計画及び決算に関する書類と

いう規定になっております。そういうことから、当初の計画と見比べながら口頭で

の事業実績報告という形になります。あらかじめご了承ください。 

資料を２枚めくっていただきまして、２ページをご覧ください。活動事業の①イ

ベント事業等ですが、ＴＭＯ主催のイベントや中心市街地で行われる既存のイベン

トの地蔵まつり、初市などは、観光物産協会及び商工会との連携を密にして、お互

い相乗効果が得られるような取り組みを行いました。また、表の間を利用した作品

展を１５回及びものづくり体験の講座を４回実施し、来客及び喫茶等の売上につな

がりました。ひなまつり展におきましては、町内外からの保育園や福祉施設等から

のリピーターも含め、毎年たくさんの方々にご来場いただいております。今期は１

５回目を迎え、保育所や保育園の園児のつくった個性溢れるひなまつりをはじめと

した作品の展示やさげもんづくりの体験講座を５回行いました。今年もほぼ例年並

みの６,８２７名の来場者で賑わいました。このことは氷川町のＰＲにおおいに貢

献できたとともに売上にもつながりました。なお、恒例となりましたわらしべ市を

１２月に開催し、新たに兵庫県明石市からも参加していただき、全国各地のご当地

産品をはじめ、商工会会員や販売可能な株主に声を掛け、物産販売を通じ中心市街

地の活性化を図りました。 

②エコショップ運営事業ですが、エコショップ清流の事業としまして、ＥＭ発酵

液のこれまでの普及活動を踏まえ、新規の利用拡大を図り、環境学習の一環として

町内全小中学校のほか、八代市、芦北町、水俣市など、町外の小学校や最近では津

奈木町の漁業関係者の方の利用がありました。また、地区の要望に応じた講習を行

い、町内の老人会や子ども会を含む地域団体でも活用されております。 

３ページの③中心市街地まちづくり応援団助成事業につきましては、恒例となり
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ました氷川公園のイルミネーション事業では、熊本地震により被災された地域の

方々に癒やしを与えたいという思いのもと、熊本県イメージキャラクターくまもん

と子どもを中心に大人気のポケモンがデザインされました。公園内の樹木に美しい

イルミネーションが飾られ、話題性があり、中心市街地の賑わいに貢献ができたと

思います。 

④請負事業は、平成２２年４月より八代生活環境事務組合クリーンセンター内の

不燃物処理業務を請け負っており、７名の従業員で業務を行いました。また、平成

２７年１０月１日にオープンしました秋山幸二ギャラリーの管理業務を受託し、平

成２８年度は４,０００人ほど、県内外各地より多くの来館者があり、地元出身地

の氷川町をＰＲすることができました。 

次に、当期の収支について、ご報告いたします。 

７ページの損益計算書でご説明したいと思います。右側上の数字をご覧くださ

い。営業収益は２,９８８万９,１７０円で、前期に比べ約５万円の増益となりまし

た。一方、営業費用は、売上原価が２３８万５,８７９円、販売費及び一般管理費

が右下の数字で２,６６７万２,４４９円となり、これを合わせて２,９０５万８,３

２８円、これは前期に比べると約６７万円の減額になります。一番上の営業収益か

ら営業費用を引きましたら８３万８４２円、これは前期と比較すると約７３万円の

増となります。この営業利益８３万８４２円に営業外収益を加えた税引き前の当期

純利益は下から３行目です。８３万１,０３４円となります。これに対します法人

税等充当額が、その下、２５万９,０００円で、当期純利益は一番下の５７万２,０

３４円となっております。収入の主なものとしましては、これは次の１０ページを

ご覧いただきたいと思いますが、第１５期まち株収支決算書をつけております。上

から喫茶や物産販売等の売上で約３６４万円、まちつくり酒屋管理委託料で３５４

万円、秋山幸二ギャラリー管理業務委託料１０２万円、クリーンセンターの請負業

委託料の２,１３０万円となっております。支出の主なものは、社員の人件費で福

利厚生費も合計しますと２,３３７万８,３４７円、物産等の仕入れで２３８万５,

８７９円となっております。 

前の８ページをご覧ください。株主資本等変動計算書です。この右から４列目、

利益剰余金の合計ですが、１段目が当期期首残高で４５９万５,８８０円、その２

つ下の当期純利益が５７万２,０３４円、これを加えまして１番下ですが、合計５

１６万７,９１４円となっております。 

以上、平成２８年度宮原まちづくり株式会社の経営報告にかえさせていただきま

す。 

○議長（片山裕治君） 企画財政課長、濤岡美智代君。 
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○企画財政課長（濤岡美智代君） 報告第５号、平成２８年度氷川町財政健全化判断比

率等の報告についてご説明いたします。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規

定により、平成２８年度氷川町財政健全化判断比率等について、別紙のとおり報告

いたします。 

次のページをお開きください。平成２８年度氷川町健全化判断比率等の数値を記

載しております。この報告は、町の財政状況を国が示す統一的な指標で明らかに

し、財政の健全化や再生が必要な場合の迅速な対応が取られるように関係書類を監

査委員の審査に付し、その意見を付けて議会に報告するものでございます。 

早期健全化基準とは、市町村の財政規模に応じて政令で定められた基準でありま

して、これを超えた場合は、自主的な改善努力による財政健全化を図るため、財政

健全化計画の策定や外部監査が義務付けられています。氷川町の比率であります

が、実質赤字がなかったことからハイフンで表示をいたしております。 

次に、実質公債比率については６.４％でありまして、早期健全化基準の範囲内

であります。前年の８.３％から１.９ポイント減少しております。主な要因は、八

代生活環境事務組合に負担金を支出しておりますが、その地方債充当負担額の減少

によるものでございます。 

将来負担比率については１８.６％です。これは、借入金残高のほか、将来負担

すべき実質的な負債にあたる額の標準財政規模に対する割合でございますが、前年

より１.５ポイント減少しております。主な要因といたしましては、宅地開発事業

会計への繰入見込額、八代生活環境事務組合並びに氷川町及び八代市中学校組合の

負担等見込額の減によるものでございます。 

次に、平成２８年度氷川町資金不足比率でありますが、下水道事業会計、宅地開

発事業会計ともに資金不足がなかったため、ハイフンで表示いたしております。 

以上で、報告を終わります。 

続きまして、議案第３２号、平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第２号）に

ついてご説明いたします。 

予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５億３５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ７５億５,８３８万２,０００円とするものでございます。 

４ページをご覧ください。第２表、債務負担行為の補正でございます。 

まず、ふるさと納税事業支援業務でございますが、インターネットを利用して２

４時間どこからでも寄附ができるよう寄附者の利便性向上と寄附額の増加を図る目

的でふるさと納税の運営を委託するものでございます。併せて事業の効果といたし
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まして、氷川町のＰＲや返礼品での地場産業への経済効果を見込んでおります。期

間は平成３０年度から平成３２年度までの３年間、寄附の目標額を年間１,０００

万円として試算した限度額１,６５０万円でございます。このなかには返礼品代及

び送料が含まれており、寄附額の４割程度を見込んでおります。 

次に、５つの指定管理委託業務でございます。期間は全て平成３０年度から平成

３２年度まで３年間、それぞれの債務負担行為の限度額でございます。 

５ページをご覧ください。第３表、地方債補正でございます。限度額の変更で

す。１、総務債を２億６,７２５万９,０００円に、土木債を１億９,２８０万円、

災害復旧債を２,０２５万円へ補正するものでございます。 

次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

１３ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、１０目、財産

管理費、１５節、工事請負費の５,８００万円は、役場西側に整備します多目的駐

車場の整備工事でございます。 

１７節、公有財産購入費は２,５９１万７,０００円でございますが、同じく多目

的駐車場の土地購入費でございます。鑑定評価額により計上いたしております。財

源は合併特例債を充当いたします。 

３５目、交通安全対策費、１５節、工事請負費２２７万８,０００円は地区要望

によるもので、８地区から要望がありました道路反射鏡の新設など、交通安全施設

整備工事でございます。 

１４ページをご覧ください。５０目、財政調整基金費、２５節、積立金の２億

２,０００万円につきましては、地方財政法第７条第１項によります歳計剰余金の

積み立てでございます。歳計剰余金の２分の１をくだらない額を翌々年度までに積

み立てることと規定されておりますので、今回計上するものでございます。 

１５項、戸籍住民基本台帳費、５目、戸籍住民基本台帳費、１３節、委託料の６

４２万１,０００円は住民基本台帳システム改修委託料で、マイナンバーカード等

の記載事項充実に係るものでございます。 

１５ページをご覧ください。１５款、民生費、５項、社会福祉費、５目、社会福

祉総務費、１９節、負担金補助及び交付金の１,２００万円は県の復興基金を活用

した新たな補助金で、選挙費用助成事業及び民間賃貸住宅入居支援でございます。

財源は県支出金となります。 

１５目、障害者福祉費、２０節、扶助費９４６万３,０００円は障害児通所給付

費等で、対象者の増加による補正でございます。負担割合が国２分の１、県４分の

１になっております。 

１０項、児童福祉費、１５目、保育所費、１３節、委託料２３０万及び１５節、
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工事請負費８００万円は、軍人墓地が熊本地震により法面が崩壊しており、改修の

ための測量設計委託料と工事費でございます。 

１７ページをご覧ください。２５款、農林水産費、５項、農業費、１０目、農業

振興費、１９節、負担金補助及び交付金９,４６８万９,０００円の主なものにつき

ましては、台風３号による被害を受けた農家への支援で、農産物生産復旧支援事業

補助金とハウス等の生産施設復旧対策事業補助金でございます。 

２５目、農地費、１３節、委託料の１１万５,０００円の減額と１５節、工事請

負費２４０万円の減額につきましては、平成２９年度に予定しておりました沖塘排

水機場の蓄電池改修工事が平成３１年度に変更になったことによるものでございま

す。 

１８ページをご覧ください。３５款、土木費、１０項、道路橋梁費、１０目、道

路維持修繕費、１１節、需用費１,４４３万６,０００円の町道修繕は、地区要望に

よります１４路線の修繕でございます。 

１５節、工事請負費の５２６万９,０００円につきましても、地区要望によりま

す町道中網道南鹿野１７号線及び町道硴原乱橋線の修繕工事でございます。 

１５目、道路新設改良費、次のページをご覧ください。１５節、工事請負費、２

８０万円は町道東上宮６号線道路改良工事に伴い、解体する常葉団地の解体工事費

を起債対象とするため、住宅管理費から組み替えるものでございます。 

２２節、補償補填及び賠償金の２３０万円は町道川上立神線及び町道東上宮６号

線の道路改良事業に伴います電柱敷設保証金でございます。 

１５項、河川費、５目、河川総務費、１１節、需用費４１０万円は、巡回点検に

より危険と確認した２カ所と地区要望による２カ所の水路修繕でございます。 

１０目、河川改修費、１３節、委託料２５０万円は、島崎川の国道より上流の河

川改修用地測量業務委託料でございます。 

１５節、工事請負費２９５万９,０００円は本山川の河川改修工事、１７節、公

有財産購入費は御溝田川及び、次の２０ページをご覧ください。島崎川の改修事業

の土地購入費でございます。 

４０款、消防費、５項、消防費、１５目、消防施設費、１９節、負担金補助及び

交付金７４２万４,０００円は地区要望によるもので、緊急性のある消火栓の新設

など１１件、７地区の消防用施設整備補助金でございます。 

２１ページをご覧ください。５０款、災害復旧費、１０項、公共土木施設災害復

旧費、５目、公共土木施設災害復旧費、１５節、工事請負費の１,０８０万円は、

熊本地震で陥没が見られる町道７路線の危険性のある箇所の復旧工事として舗装工

事を行うものです。財源といたしましては、単独災害復旧事業債を充当いたしま
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す。 

続きまして、歳入の主なものをご説明いたします。８ページをご覧ください。４

５款、地方交付税、５項、地方交付税、５目、地方交付税、５節、普通交付税１億

１,７６８万１,０００円は、交付決定通知により補正するものでございます。 

９ページをご覧ください。６５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５目、民生

費国庫負担金、１０節、障害者支援給付費負担金の４７３万１,０００円は、障害

児通所給付費等の２分の１で、国の負担分でございます。 

１０項、国庫補助金、５目、総務費国庫補助金、５節、総務費補助金の７２２万

３,０００円は、社会保障税番号制度システムに係る補助金でございます。 

１０ページをご覧ください。７０款、県支出金、１０項、県補助金、５目、総務

費県補助金、５節、総務費補助金１,２８２万４,０００円の平成２８年熊本地震復

興基金交付金は、主なものといたしまして、転居費用助成事業、民間賃貸住宅入居

支援助成事業に係るものでございます。 

２０目、農林水産費県補助金、５節、農業費補助金５,１３８万６,０００円の主

なものは、台風被害による農産物及び生産施設復旧への補助金でございます。 

１１ページをご覧ください。８５款、繰入金、５項、特別会計繰入金、２０目、

介護保険特別会計繰入金、５節、介護保険特別会計繰入金１,１３７万９,０００円

は、平成２８年度介護給付費負担金などの実績による介護保険特別会計からの町へ

の返還金でございます。 

１２ページをご覧ください。９９款、町債、５項、町債、５目、総務債、１０

節、臨時財政対策債１,４０４万１,０００円の減額は、交付税の算定結果に基づき

補正するものでございます。 

２３ページの給与費明細書及び２４ページの地方債の前々年度における現在高並

びに前年度末及び当年度末における現在高の見込みに関する調書につきましては、

ご覧いただきたいと存じます。 

以上で、議案第３２号、平成２９年度氷川町一般会計補正予算（第２号）の説明

を終わります。 

○議長（片山裕治君） 健康福祉課長、増永光幸君。 

○健康福祉課長（増永光幸君） 議案第３３号、平成２９年度氷川町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

平成２９年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

次のページ、１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳
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出補正予算の総額に歳入歳出それぞれ３,５４１万１,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２４億６,５２７万３,０００円とするものです。 

歳出からご説明いたします。 

７ページ、歳出をお開きください。主な補正といたしまして、５款、総務費、５

項、総務管理費、５目、一般管理費、１３節、委託料４２万２,０００円は、平成

３０年度の制度改正に伴うシステム改修委託料を補正するものです。 

４５款、諸支出金、５項、償還金及び還付加算金、１５目、償還金、２３節、償

還金利子及び割引料２０１万５,０００円は、平成２８年度実績により退職者医療

給付費交付金等返還金７４万１,０００円を支払基金へ、次のページ、８ページを

お開きください。特定健診保健指導負担金返還金については１３６万４,０００円

を熊本県に返還するものです。 

４５款、諸支出金、５項、償還金及び還付加算金、２０目、国庫支出金返還金

３,２３８万３,０００円は、こちらも平成２８年度実績により療養給付費等負担金

等返還金３,１０２万円、特定健診保健指導負担金返還金１３６万４,０００円を国

に返還するものです。 

続きまして、歳入をご説明いたします。 

ページを戻りまして、６ページ、歳入をお開きください。４５款、５項、繰越

金、１０目、５節、その他繰越金３,５４１万１,０００円を計上いたしておりま

す。 

以上で、議案第３３号、平成２９年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）についての説明を終わります。 

続きまして、議案第３４号、平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第

１号）についてご説明いたします。 

平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定める

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

次の１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ５,７８３万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１５億７,８９３万１,０００円とするものでございます。 

歳出からご説明いたします。 

７ページ、歳出をお開きください。主な補正といたしまして、１０款、保険給付

費、２３項、５目、高額医療合算介護サービス等費、１９節、負担金補助及び交付

金に２８９万３,０００円を補正するものです。これは、２８年度中に支出を予定

していたところですが、国保連合会の集計が大幅に遅れ２８年度内に支払いができ
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なかったため、改めて今回計上し対応するものです。 

８ページから９ページをお開きください。３５款、諸支出金、５項、償還金及び

還付加算金、１０目、償還金、２３節、償還金利子及び割引料４,２４６万５,００

０円につきましては、平成２８年度の介護給付費負担金に係る県、それと支払基金

への返還金と平成２８年度地域支援事業交付金に係る国、熊本県、支払基金への返

還金でございます。 

２８節、繰出金１,１３７万９,０００円につきましては、主に平成２８年度介護

給付費負担金に係る町一般会計への返還金９１２万７,０００円でございます。 

１０ページの給与費明細につきましては、説明を省略させていただきますので、

ご覧いただきますようお願いいたします。 

続きまして、歳入をご説明いたします。 

ページを戻りまして、６ページ、歳入をお開きください。４５款、５項、５目、

５節、繰越金５,７８３万４,０００円を計上いたしております。 

以上で、議案第３４号、平成２９年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１

号）についての説明を終わります。 

○議長（片山裕治君） 建設下水道課長、前崎誠君。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） 議案第３５号、平成２９年度氷川町下水道事業特別

会計補正予算（第１号）について説明いたします。 

平成２９年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定め

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

補正予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。債務負担行為を

追加する補正であります。 

次ページの２ページをご覧ください。第１表、債務負担行為の補正について説明

いたします。債務負担行為を起こす理由といたしましては、指定管理者制度の導入

期限がきれます宮原浄化センターについて、新たに募集を行うため、今回債務負担

行為を起こす必要がありますので補正するものです。 

事項としましては、氷川町宮原浄化センター管理業務委託でございます。委託期

間は平成３０年度から平成３３年度までの４年間で、限度額は１億６,９６２万円

でございます。 

以上で、議案第３５号、平成２９年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についての説明を終わります。 

○議長（片山裕治君） 総務課長、陳野信次君。 

○総務課長（陳野信次君） それでは続きまして、議案第３６号、熊本県市町村総合事
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務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部改正についてご説明いたします。 

地方自治法第２８６条第１項の規定により、平成２９年９月３０日限りで熊本県

市町村総合事務組合の共同処理する事務を変更し、熊本県市町村総合事務組合規約

の一部を次のとおり変更するものでございます。 

熊本県市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。 

変更の内容につきましては、公立玉名中央病院企業団が地方独立行政法人くまも

と県北病院機構設立組合として移行することに伴いまして、組合規約の別表中の名

称を改めるものでございます。附則でこの規約は、平成２９年１０月１日から施行

するものでございます。 

提案の理由は、一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更しようと

するときは、地方自治法第２９０条の規定によりまして、関係団体の議会の議決を

経る必要があるためでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（片山裕治君） 企画財政課長、濤岡美智代君。 

○企画財政課長（濤岡美智代君） 議案第３７号、工事請負契約の締結についてご説明

いたします。 

竜北西部小学校プール改修・付属棟改築工事について、工事請負契約を締結する

ために、議会の議決を求めるものでございます。 

契約金額７,３４４万円、契約の相手方、熊本県八代郡氷川町鹿島１６１８番地

２、株式会社山口建設、代表取締役 山口秀人様でございます。 

提案理由といたしましては、竜北西部小学校プール改修・付属棟改築工事請負契

約について、氷川町議会の議決に付すべき契約及び財産取得または処分に関する条

例第２条の規定により、議会の議決が必要ですので提案するものでございます。 

これで、議案第３７号、工事請負契約の締結について説明を終わります。 

続きまして、議案第３８号、工事請負契約の締結についてご説明いたします。 

氷川町役場庁舎危機管理室等増築工事（建築工事）について、工事請負契約を締

結するために、議会の議決を求めるものでございます。 

契約金額６,８８５万円、契約の相手方、熊本県八代郡氷川町鹿島１９３６番

地、株式会社竜北建設、代表取締役 西村次男様でございます。 

提案理由といたしましては、氷川町役場庁舎危機管理室等増築工事（建築工事）

請負契約について、氷川町議会の議決に付すべき契約及び財産取得または処分に関

する条例第２条の規定により、議会の議決が必要ですので提案するものでございま

す。 

これで、議案第３８号、工事請負契約の締結についての説明を終わります。 
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引き続き、議案第３９号、工事請負契約の締結についてご説明いたします。 

氷川町役場庁舎危機管理室等増築工事（電気設備工事）について、工事請負契約

を締結するために、議会の議決を求めるものでございます。 

契約金額４,７１２万２,５６０円、契約の相手方、熊本県八代市西宮町１５２４

番地１、株式会社ユーテックス、代表取締役 沼田啓后様でございます。 

提案理由といたしましては、氷川町役場庁舎危機管理室等増築工事（電気設備工

事）請負契約について、氷川町議会の議決に付すべき契約及び財産取得または処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議決が必要ですので提案するものでござ

います。 

これで、議案第３９号、工事請負契約の締結について説明を終わります。 

引き続き、認定第７号、平成２８年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定につい

てご説明いたします。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度氷川町一般会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付すものでございます。 

決算の認定につきましては、配付しております別冊の資料、平成２８年度におけ

る主要な施策の成果に関する調書のなかで事業の内容等を詳しく記載しております

ので、決算の概要について説明させていただきます。 

まず、決算書の歳入１、２ページをご覧ください。５款、町税でありますが、予

算現額、調定額、収入済額は省かせていただき、不納欠損額、５項、町民税１７０

万４,９８６円、１０項、固定資産税１４３万７６９円、１５項、軽自動車税１４

万２,０００円であります。また、収入未済額は、５項、町民税１,７６４万７,８

９６円、１０項、固定資産税２,５０２万９,８３１円、１５項、軽自動車税２２２

万５,７４７円でございます。 

続きまして、３、４ページをご覧ください。５５款、分担金及び負担金、１０

項、負担金で１０４万１４４円の収入未済額の主なものといたしましては、保育料

でございます。 

６０款、使用料及び手数料、５項、使用料４１万４,８００円の収入未済額の主

なものは、住宅使用料と町営駐車場使用料でございます。 

続きまして、５、６ページをご覧ください。９９款、町債、５項、町債で予算減

額と収入済額の差３億７,４２０万円につきましては、繰越事業に係る予算減額と

実際の借入額の差額の合計でございます。 

次に、歳出でございます。 

７、８ページをご覧ください。１０款、総務費、１５項、戸籍住民基本台帳費の

翌年度繰越額９６万４,０００円につきましては、通知カード、個人番号カード、
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事務委任交付金事業でございます。 

２０款、衛生費、１０項、清掃費翌年度繰越額５億３,４１１万５,０００円につ

きましては、災害と廃棄物処理事業の分でございます。 

２５款、農林水産費、５項、農業費の翌年度繰越額７億２４３万３,０００円に

つきましては、被災農業者向け経営体育成支援事業、地方創生拠点整備事業、団体

営農業農村整備事業でございます。 

３０款、商工費、５項、商工費の翌年度繰越額３２０万円につきましては、住宅

リフォーム等促進事業災害復旧分でございます。 

３５款、土木費、次の９から１０ページをご覧ください。５項、土木管理費の翌

年度繰越額４５１万円は、氷川町耐震改修促進計画見直し事業でございます。 

１０項、道路橋梁費の翌年度繰越額４,４９３万５,０００円は、道路路面性状調

査等事業、町道八間川氷川堤防１号線道路改良事業、町道川上立神線道路改良事

業、町道氷川中南線道路改良事業でございます。 

５０款、災害復旧費、１０項、公共土木施設災害復旧費の翌年度繰越額５９４万

２,０００円は、道路施設等災害復旧事業でございます。 

続きまして、１５７ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございま

す。歳入総額７９億２,０４６万２,５２９円、歳出総額７３億３,５０９万４,２０

５円で、歳入歳出差引額５億８,５３６万８,３２４円で、翌年度へ繰り越すべき財

源の確保に繰越明許費繰越額１億６,４２０万７,０００円を控除いたしまして、実

質収支額は４億２,１１６万１,３２４円となります。 

次に、１５８ページからの財産に関する調書でございますが、増減があったとこ

ろのみご説明いたします。 

１５９ページをご覧ください。公有財産の総括表でございます。（１）土地及び

建物で下から３段目の区分、普通財産、その他の土地で決算中の増減高３,３４１

平方メートルの増加は、新村中塘公園用地として取得したものです。まだ公園とし

ての整備が整っておりませんので、普通財産のその他の区分となっております。 

１６１ページから１６４ページは明細になりますので、省略させていただきま

す。 

１６６ページをご覧ください。立木の推定蓄積本数でございますが、平成２７年

の台風１５号による被害があり、保険会社に依頼しておりました被害内容の報告が

２８年度にありましたので記載しております。下から５段目の杉６４年生が２０本

減、下から２段目の檜４３年生が２０本減、合計４０本の減少となっております。 

１６８ページをご覧ください。２、物品につきましては、２０万円以上の備品等

の数量を掲載しております。平成２８年度に異動がありました分について、表のな
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かの決算年度中増減高で数量を記載しておりますのでご覧ください。 

３、債権につきましては、奨学資金貸付金の貸付及び償還が行われており、平成

２８年度末現在高は１,１０２万１,０００円となっております。 

１６９ページをご覧ください。４、基金でございますが、主なものについてご説

明いたします。財政調整基金の決算年度中の増減高が２億２,６３５万５,０００円

減となっておりますのは、一般会計へ４億７,０００万円の繰り出し、また利息及

び地方財政法第７条第１項の規定による基金繰入２億４,０００万円を繰り入れた

ものでございます。合併振興基金の６,４１８万２,０００円の減につきましては、

地区活性化総合交付金などのソフト事業へ充当し、財源としたものでございます。

竜北物産館運営基金の２５５万９,０００円の減につきましては、竜北物産館の備

品や修繕料へ充当し、財源といたしました５３７万円の繰り出し、また２８１万

１,０００円を積み立てたものでございます。 

以上で、平成２８年度氷川町一般会計歳入歳出決算書の認定についての概要をご

説明終わります。 

○議長（片山裕治君） 健康福祉課長、増永光幸君。 

○健康福祉課長（増永光幸君） 認定第８号、平成２８年度氷川町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。 

地方自治法第２３３条第１項の規定により、平成２８年度氷川町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでござ

います。 

１ページ、２ページをお開きください。歳入について、５款の国民健康保険税に

対する不納欠損額が２７０万５,３００円で、その主なものとしまして、医療給付

費滞納繰り越し分が１８３万２,１５７円で、対象世帯は３３世帯となっておりま

す。 

次に、事項別明細書の１１ページから１２ページをお開きください。歳入の５

款、国民健康保険税の収入済額は３億９,０１１万７２３円で、うち現年課税分の

収入済額の合算額は３億７,４９０万８,３１６円で、収納率９５.９％、滞納繰り

越し分の収入済額の合算額は１,５２０万２,４０７円で、収納率２２.４％となっ

ております。 

続きまして、２１ページから２２ページをお開きください。歳出、１０款、保険

給付費で支出済額１３億４,４３２万３９５円は、前年比４.８％の減少となってお

ります。 

３１ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入総額２４億５,

０７６万５,６９３円、歳出総額２２億７,４９１万８,７１９円、歳入歳出差引額
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１億７,５８４万６,９７４円です。 

次のページ、３２ページをご覧ください。財産に関する調書です。国民健康保険

基金の決算年度末現在高は４,４４０万２００円となっております。 

以上で、認定第８号、平成２８年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について説明を終わります。 

引き続きまして、認定第９号、平成２８年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定についてご説明いたします。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度氷川町介護保険特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでございま

す。 

３３ページから３４ページをお開きください。歳入につきましては、５款、保険

料に対する不納欠損額は１２７万２,７００円で、内訳といたしましては、現年度

分が０、滞納繰り越し分は１２７万２,７００円で、対象者は４１名となっており

ます。 

次に、事項別明細書の４１から４２ページをお開きください。５款、保険料の収

入済額は２億５,５６２万１,６００円で、うち現年分の収入済額の合算額は２億

５,５０９万８,７００円で、収納率９９.７％、滞納繰り越し分の収入済額は５２

万２,９００円で、収納率１３.９％となっております。 

続きまして、５１ページから５２ページをお開きください。歳出、１０款、保険

給付費の支出済額は１３億５,１５８万７,６５０円で、前年比５.４％の増となっ

ております。 

５９ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入総額１５億５,

０７８万５,８２５円、歳出総額１４億６,４００万４,３０７円、歳入歳出差引額

８,６７８万１,５１８円です。 

次のページ、６０ページをご覧ください。財産に関する調書です。介護給付費準

備基金の決算年度末現在高は７,７８３万１,９５４円となっております。 

以上で、認定第９号、平成２８年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について説明を終わります。 

○議長（片山裕治君） 建設下水道課長、前崎誠君。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） それでは、認定第１０号、平成２８年度氷川町下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度氷川町下水道事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでありま

す。 
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歳入歳出決算書綴りの６１ページから６２ページをご覧ください。歳入でござい

ます。 

５款、分担金・負担金の５項、分担金、５目、分担金におきまして、収入済額８

２１万８,３００円、不納欠損額３５万１,０００円で、対象者は２名であります。

収入未済額が５９９万１,６００円でございます。 

１０款、使用料及び手数料、５項、使用料、５目、下水道使用料でございます

が、収入済額１億２,９２０万８,５９０円、不納欠損額９４万３９０円で、対象者

は３５名であります。収入未済額が６３１万６,２３０円であります。 

続きまして、歳出でございます。７３ページから７４ページをご覧ください。歳

出につきましては、主な支出についてご説明いたします。 

５款、公共下水道事業費、１０項、公共下水道維持費におきましては、宮原浄化

センター管理業務委託料３,８１４万７,７６０円、流域下水道維持管理負担金が

５,１０９万１６５円であります。１０項、公共下水道事業費、１５節、工事請負

費２億９,８２７万４,３５１円であります。 

続きまして、実質収支についてご説明いたします。７７ページをご覧ください。

歳入総額７億７,２７２万６９７円、歳出総額７億５,８９０万９,８７３円で、歳

入歳出差引額が１,３８１万８２４円でございます。実質収支額は１,３７２万６,

８２４円でございます。 

７８ページからは公有財産に関する調書が記載されておりますので、ご覧いただ

きたいと存じます。 

続きまして、認定第１１号、平成２８年度氷川町宅地開発事業特別会計歳入歳出

決算の認定につきまして説明いたします。 

歳入歳出決算書綴りの８４ページから８５ページをご覧ください。まず、歳入で

ございますが、主なものは、１０款、繰入金、３項、一般会計繰入金の収入済額が

９０８万６,０００円となっております。 

続きまして、歳出でございます。９２ページから９３ページをご覧ください。７

款、公債費、５項、公債費、３目、元金、２３節、償還金利子及び割引料８９２万

７,６００円となっております。 

続きましては、実質収支についてご説明いたします。次ページの９４ページをご

覧ください。歳入総額９１９万６,５１９円、歳出総額９０８万５,５６７円で、歳

入歳出差引額が１１万９５２円でございます。実質収支額も１１万９５２円でござ

います。 

９５ページには公有財産に関する調書が記載されておりますので、ご覧いただき

たいと存じます。 



 － 51 － 

以上で、平成２８年度の氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定並びに氷川

町宅地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の説明を終わらせていただきます。 

○議長（片山裕治君） 健康福祉課長、増永光幸君。 

○健康福祉課長（増永光幸君） 認定第１２号、平成２８年度氷川町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度氷川町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものでご

ざいます。 

９６、９７ページをお開きください。歳入につきましては、５款、後期高齢者医

療保険料に対する不納欠損額が４万３,９００円で、内訳といたしまして現年度分

が０、滞納繰り越し分が４万３,９００円で、対象者は５名となっております。 

次に、事項別明細書、歳入の１０２ページから１０３ページをお開きください。

５款、後期高齢者医療保険料の収入済額は９,３１７万３,２００円で、うち現年度

分の収入済額の合算額は９,２９６万１,６００円で、収納率９９.８％、滞納繰り

越し分の収入済額は２１万６００円で、収納率６７.２％でした。 

２０款、繰入金につきましては、一般会計より保険基盤安定繰入金として４,８

３８万６,１４２円を繰り入れております。 

１０６ページから１０７ページをお開きください。主な歳出といたしましては、

１０款、後期高齢者医療広域連合納付金が１億４,１５１万４,９４２円で、前年比

０.２％の減となっております。 

最終ページの１１０ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入

総額１億４,５７２万３６６円、歳出総額１億４,４３３万２,８３６円、歳入歳出

差引額１３８万７,５３０円です。 

以上で、認定第１２号、平成２８年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について説明を終わらせていただきます。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 同意第１号につきましてご説明をいたします。 

次の者を氷川町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

住所、熊本県八代郡氷川町野津３９６３番地、氏名、沼田則子、生年月日、昭和

２７年３月６日生まれでございます。 

同氏は、平成２１年１１月２３日から教育委員会委員の職務に精励をいただいて

おります。現在２期目でございます。教育に対する熱意が強く、温厚で実直な人柄

が示すとおり献身的にその職務にご尽力をいただいております。今後も教育委員と
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しての活躍が期待できますので、再任いたしたく同意をお願いするものでございま

す。 

同意第２号についてご説明をいたします。 

次の者を氷川町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

住所、熊本県八代郡氷川町鹿野２２９番地、氏名、志水あおい、生年月日、昭和

４８年６月２日生まれでございます。 

同氏は、平成８年４月に鹿屋体育大学を卒業後、５年間熊本県内の高校講師を務

められ、結婚を機にトマト生産農家として家業に専念をされております。平成２４

年から女性農業アドバイザーとして後輩の育成にも尽力をされ、平成２６年度竜北

西部小学校ＰＴＡ副会長も歴任をされております。教育に対する識見が高く、ＰＴ

Ａ活動で培った経験と温厚で誠実な人柄は教育委員として適任と思いますので、新

たに教育委員に任命いたしたく同意をお願いするものでございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） 次に、決算の認定について監査委員から審査意見書が提出され

ておりますので、その説明を求めます。 

監査委員、本田孝志君。 

○代表監査委員（本田孝志君） 監査を実施しましたので、監査報告をいたします。監

査及びその意見を述べさせていただきたいと思います。 

平成２８年度は４月１４日及び１６日に発生した震度７の熊本地震の対応に終始

した１年であった。一般会計予算は６２億１,４８３万１,０００円、補正予算第９

号の最終予算は８７億１６２万１,０００円と当初予算の１４０％となっている。

地震発生により避難者対応、罹災証明書発行等、復興・復旧に向けた１年であっ

た。そのようななか当初予算で計画された事業は計画どおり実施されていったこと

について敬意を表します。 

それでは、平成２９年７月１４日付で町長より審査に付されました平成２８年度

一般会計歳入歳出決算及び各特別会計決算について審査いたしましたので、結果及

び意見を申し述べます。 

各会計の歳入歳出決算書及び歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書

及び財産に関する調書について、各課より提出いただいた主要な施策の成果に関す

る調書、ほか、関係書類をもとに各担当業務内容、事業処理等について聴取しなが

ら審査を実施いたしました。提出された決算書類は、いずれも地方自治法施行規則

に示された様式に基づいて作成されている。また、各決算の数値については適正で

あると認めます。 
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続きまして、１、予算執行について、一般会計ほか、各特別会計の歳入歳出総

額、決算額の総額は、歳入１２８億４,９６５万１,６２９円、歳出は１１９億８,

６３４万５,５０７円である。歳入の収納率は９８.９％、歳出の執行率は８６.

５％、翌年度への繰越額を差し引いた執行率は９６.９％である。最終予算の執行

率を各会計年度別に見ると、一般会計８２.７％（翌年度繰越額を差し引いた執行

率は９６.９％）である。国民健康保険特別会計９５.１％、後期高齢者医療特別会

計９９.３％、介護保険特別会計９５.３％、下水道事業特別会計８４.５％（翌年

度へ繰越額を差し引いた執行率は９８.４％）、宅地開発事業特別会計９９.４％の

執行率となっている。予算執行において、目内の流用が一般会計において１６件、

国民健康保険特別会計において２件あった。流用先の節に不用額があるものもあ

り、予算の流用については十分意を配してほしい。予備費の流用は、一般会計１

件、国民健康保険特別会計４件であった。一般会計の１件は緊急的な事案であると

思われる。国民健康特別会計４件については予算管理を十分に行えば防げるものと

思われるので、補正予算時には十分の配慮をお願いしたい。 

２、財政運営について、実質収支については、各会計ごとに記載しておるとおり

です。一般会計については、実質収支比率が平成２５年度１０.０％、平成２６年

度１２.３％、平成２７年度１１.０％、平成２８年度１０.１％と、望ましいとさ

れている比率３から５％及び平成２８年度版地方財政白書、平成２７年度の決算で

ございますが、の市町村平均が４.７％を上回っている。昨年度、改善策を検討を

お願いしたが、決算の状況を見ると、検討のあとが見られない。地方自治法２０８

条、会計年度及びその独立の原則でございますが、第２項では「２、各会計年度に

おける歳出は、その年度の歳入をもって、これに充てなければならない」となって

いる。また、地方財政法第７条（剰余金）第１項では、「地方公共団体は、各会計

年度において歳入歳出の決算上剰余金を生じた場合においては、当該剰余金のうち

二分の一を下らない金額は、これを剰余金を生じた翌翌年度までに、積み立て、又

は償還期限を繰り上げて行なう地方債の償還の財源に充てなければならない」とな

っている。財政構造の弾力性の指標である経常収支比率は９２.６％で、平成２７

年度より６.３％上昇した。これは、物件費、公債費、繰出金の伸びたためである

と思われる。一般的に市町村にあっては７５％が望ましいとされているが、地方財

政白書２７年度決算によると経常収支比率が８０％未満に１３.８％の市町村、８

０％以上９０％未満に５６.２％の市町村、９０％以上に３０.０％の市町村が位置

している。財政力指数は２８年度０.２８％で、前年度と同じであった。今後も産

業の振興、生産人口等の増加など、定住化等に努力され、課税客体の増加に努めら

れることを臨みます。また、将来にわたり安心・安全なまちづくりができる財政運
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営をお願いしたい。 

以上でございます。 

○議長（片山裕治君） 説明が終わりました。ここで、暫時休憩します。 

１１時３０分より開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２０分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（片山裕治君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これから質疑を行います。 

議案第３２号について、質疑ありませんか。 

江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） ページが４ページ、ふるさと納税事業支援業務について、今回

新規に出たものだというふうに思いますけれども、手元のほうにこのパンフレッ

ト、ふるさと寄附の流れが出ておりますが、今日の説明でいきますと３カ年に１,

６５０万円のこれは業務費として出されるわけですから、実質的にとりあえず年間

になおしますと５５０万がこの委託の業務のほうにまわっていく形になると思いま

す。今、２８年度決算、ちょっと見せていただいて、そのときのふるさと基金です

かね、１６９ページのふるさと氷川応援基金、ここに本年度の増額が５１万７,０

００円というふうに書いてありますので、２８年度ふるさと納税５１万７,０００

円だったのかなと思いますが、年間この程度のふるさと納税がなされているという

ふうに理解していいかどうかが１点。 

それから、今、企画財政課長の説明でいきますと、このこれ当社って書いてあり

ますから、委託会社からもらった資料だと思いますけれども、これでいくとおおむ

ねその５１万７,０００円が年間１,０００万の寄附になるんですよという想定をさ

れているというふうに説明を受けたわけですけれども、１,０００万円きたときに

５５０万円、これは返礼品も含めてここの金額になるんだということですから、手

元に残るのは４５０万円というふうに理解していいかどうか。 

今５１万７,０００円の部分で、役場のほうで業務をやっているのが、寄附の申

し込みの受け付け、納付書の発送、返礼品手配、お礼状発送、申告関係書類発送、

これらを役場の業務としてなくしたい。全てこの当社に委託をしましょう。そこ

で、今５１万７,０００円程度のふるさと納税が１,０００万円になったとして、５

５０万円返戻金をやりますという話はわかりましたが、ここで例えば５０万円が１

００万円しかこなかった。そのときにこれでいきますと何％ぐらいですかね、約半
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分がいきますので、１００万円しかこなかったときには、この当社に委託会社に５

０万しかやれない。１０分の１、今きてる分の倍、ふるさと納税になったとして、

この委託会社はパンフレットを作ったり、いろいろやるんですけども、５０万円で

委託業務費を支払うというふうに理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 企画財政課長、濤岡美智代君。 

○企画財政課長（濤岡美智代君） ただいま江嵜議員様からご質問がありましたまず第

１件でございますけれども、２８年度の決算で出ております基金積立額でございま

すが、これにつきましては２８年度につきまして一般会計のほうに繰り出しまして

事業に充当している部分がございますので、それを差し引きましての金額となって

おります。ですので、今お話しされた金額が寄附金の金額ということではございま

せんので、よろしくお願いいたします。 

それと、その後の質問につきまして、少しふるさと納税事業支援業務につきまし

て、ご説明追加させていただきたいと思います。債務負担行為限度額ということで

１,６００万円を補正しておりますけれども、この金額で契約することではないと

いうことをまず申し上げさせていただきたいと思います。その業務委託の経費とい

たしましては、寄附額に応じた歩合制を考えておりまして、寄附額の１５％程度を

見込んでおります。また、返礼品代といたしまして、送料含めて寄附額の約４０％

を想定しております。合計しますと寄附額の約５５％が業務委託の総経費となって

まいります。先ほどお話にありましたとおり、寄附額を年間目標を１,０００万と

いたしまして試算した場合、事業委託費用が１５０万円、これはふるさと納税専用

サイトの掲載料などを含み、委託業務としては先ほどお話のとおり専用サイトの構

築、寄附受け付けから返礼品の発送まで一連の業務合わせまして返礼品の内容の提

案などになっております。また、返礼品代として３００万円を見込んでおりまし

て、これは町内事業者への収入となります。このほか返礼品の送料１００万円を見

込み、実質的な町への寄附額が４５０万円となりますが、返礼品代３００万円の収

入を加えますと７５０万円が町内への収入と捉えることができます。 

県内でも７０％以上の市町村がこのようなシステムを採用しております。現在、

全国的にも自主財源の確保としてふるさと納税は見直されており、町内特産品の販

路拡大や町内事業者の所得アップ、併せて町のＰＲ、氷川町ファンの獲得にも効果

が期待できるものと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 今の話でいきますと１５％が業者さんの取り分ですよ。あとは

３００万円は返納品だから、これは町に残る、残るという表現はおかしいかな。町

からその商工業者の方たち、どういう品物になるかわかりませんが、それが売れま
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すので、それを収入というかどうかはちょっと別として、町に現存として残る４５

０万円。今、教育費に使いますかとか、なんに使いますかとかという選別がなされ

ているのかどうか。例えば１,０００万寄附されれば、町が、その人、寄附した人

は３００万の返戻金はもらえるんだけれども、実質的には４５０万しか教育費には

まわせないというふうに理解できるということ。 

それから、今１,０００万を目標にしてるということなんで、目標に達さない、

要するに下限額、ここでいくとここの会社はいろいろインターネットをやってみた

り、それからパンフレットとかも作ってみたりするんだというふうに書いてありま

すね。下限額ですよ。例えば１００万円しかこなかった。結果的にですね。今１０

０万円程度でしょうね。１００万円しかこなかったときに、下限額を設けているの

かどうか。最低１５万円は補償しますよ。１００万だったら１５万じゃないです

か。１,０００万円のとき１５０万だから、ここは当社は採算あいますよ。３年間

やれれば。ところが、これが１００万しかこなかった。この人たちのＰＲがへたで

こなかったときに、下限額というのはその契約の時点でその下限額は設けるんです

か設けないんですか。結果的に寄附していただいたけど、赤字が出る、出たという

ことになると問題があると私は思うんですよ。下限額を設けないと、例えば１００

万円、今きてるんだったら、１００万円のときは１５万円までは下限としますが、

というとかね。そういうのは考えておられますかね。もう５０万はどうしてもほし

いとかっていう形になるんじゃないかと思うんですよね。年間、少なくとも、パン

フレットも実費でつくるわけだからね。そこら辺はその最低いくらはくださいって

いうような契約の中身が出てくるのかどうか、そこをちょっと教えてください。 

○議長（片山裕治君） 企画財政課長、濤岡美智代君。 

○企画財政課長（濤岡美智代君） ただいまの質問ですけれども、まず最初のほうでお

伺いしました町への寄附が４５０万円になるので、それで事業を行うのかというこ

とでございますけれども、寄附額といたしましては１,０００万という考え方でご

ざいますので、そのなかで各寄附者の方がご希望された項目に充当させていただく

という形になってくるかと思います。 

あとのご質問の件ですけれども、最低金額を設けるのかというご質問でございま

すけれども、業者様の選定は今からさせていただくということになりますので、そ

ちらのほうの内容につきましてはこれから検討させていただくところでございます

けれども、ただいまいろいろな業者様からお話聞いている限りでは最低価格のお話

は聞いておりませんので、そちらのほうは考えておりません。 

以上で終わります。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 
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○５番（江嵜 悟君） 町長、これ委託したときに、そのふるさと納税をしてくれた人

の気持ちは、町の活性化につなげてください、教育に使ってください、そういう気

持ちでふるさと納税されると私は思います。ところが、もし下限を決めなかった

ら、下限を決めなかったらという表現はその考え方がちょっとずれてくるかもしれ

ませんけども、要するに例えば最低５０万はくださいねというような話がきたとき

に、要するに１００万円で事務手数料１５％ではふるさと納税したときに、もう手

数料的に受けたのが採算があわないので、これだけ５０万はくださいねとかってい

う話が出たときに、やっぱり納税者の人にそのお金を気持ちで出してくれるわけだ

から、そのお金を実質的に全部委託会社にやらざるを得ないような赤字が出るよう

な状況に陥るのはやっぱりまずいと思うんですよ。実質目標１,０００万かもしれ

ないけれども、その目標を達成するために努力はされると思いますが、そこのとこ

ろを納税者の気持ち、そういうものを汲み取れるような方法でこのふるさと納税事

業やってほしいと思うんですが、そこのところは今のところ考えていないというこ

となんですけども、そういう業者さん選定にあたってそこのところをきっちりと役

場の責任としてじゃなくて、受けた業者さんの責任としてその１,０００万目標と

いう形をとらないと、１,０００万とりきらんだったらもう委託費はこのくらいし

か出せません、町にはこのくらいやっぱりどうしても残して、気持ちを町の教育に

使いたいからというような形をとらなければ私はいけないと思うんですが、その

点、町長、どういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 先ほど、課長からご説明申し上げましたとおりでございまし

て、歩合制でございます。１５％がその業者さんの手数料でございますので、１０

０万であろうが、５００万であろうが、１,０００万であろうが、１５％にはかわ

りはございませんので、赤字になる話にはなりません。それは、業者の皆様方のリ

スクの部分でございますので、私どもがそのリスクを払う、負う責任はないと思っ

ております。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） よくわかりました。ぜひそれでよろしくお願いします。 

○議長（片山裕治君） ほかに質疑はありませんか。 

米村洋君。 

○９番（米村 洋君） 今ちょっと江嵜議員のこのふるさと納税の支援の委託につい

て、江嵜議員がちょっと先に質疑したんですが、この支援事業ということにおい

て、議員として質疑をしていいのかという、非常になんちゅうのかな、自問自答に

かられるというのかな、その思うようなことがあるわけですね。なぜならば、平成
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２０年度にこの制度が導入されたその趣旨、目的というのは、なんというのかな、

生まれ育った都会に出て、誰でもふるさとを想い、そしてそのふるさとに恩返しを

したいということで、育ててくれた、支えてくれた、そして一人前にしてくれたふ

るさとへ都会で暮らすようになって職業に就いて、納税をし始め、住んでいる自治

体に納税をすることになり、税制を通してふるさとへ貢献するという仕組みができ

ないか、そのような思いのもとに平成２０年度にふるさと納税イコール地方創生と

いうことで導入されたということを、このふるさと納税の支援業務を通じてほとん

ど私どもは議会議員として無知なところがあったんではないでしょうか。だから、

議会にも大きい責任があるかと思います。今、江嵜議員が行政についていろんなこ

とを質疑しておりますが、議会そのものがやっぱりいろんな方面で発信するなり、

全協なり開いて、今後はふるさと納税について私ども議会と行政と一体となってこ

の問題に取り組まなきゃならないということを思っております。非常にこの業務委

託についての問題について、私もちょっと問題点があるんじゃないかと思いました

けれど、議会の責任ということは非常に大きい。私たちが自らやらなきゃならない

こともやらない。そして、皆がこの議会議員のなかでもふるさと納税に対してほと

んど関心がなかったんではないのか。議会議員として何してるのか。議会としては

何したのかということにおいては、行政に対しては非常に質疑、質問等々は本当は

できないような気がします。よって、今後この業務委託において、それだけの一つ

の計画が出てきたことにおいてしっかり頑張っていただきたいなということですけ

ど、どうですか、企画課長、そのようなことを議会も十分に反省しなければならな

いということを認識しておりますから、その辺のところをしっかり頑張っていただ

きたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（片山裕治君） ほかに質疑はありませんか。 

企画財政課長、濤岡美智代君。 

○企画財政課長（濤岡美智代君） 大変今ありがたいお言葉をいただきました。ありが

とうございます。期待にお応えできるよう頑張っていきたいと思います。今お話あ

りましたように議員様方のご親戚、お友達等、町外にいらっしゃる方がいらっしゃ

いましたらどうぞお声掛けしていただければなお効果が上がるものと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） ほかに質疑はありませんか。 

米村洋君。 

○９番（米村 洋君） 何ページかな、農業振興費について、この台風関連のこの被害

について、県の補助金等々のこれは県と町ですかね、国も入ってるのかな。県補助

金イコール町の補助金、これは、例えば何ページですかね、１７ページちょっと見
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ていただければと思うんですが、この一つの説明のこの３項ですかね、この台風被

害農産物生産復旧支援事業費補助金というのは、どの辺のことを基準にして補助率

を決めていくのか、これはどういうことに対して補助をするのか、ちょっとご答弁

いただけますか。 

○議長（片山裕治君） 農業振興課、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） それでは、私のほうからここにあります台風被害農産

物生産復旧支援事業補助金、これについて説明いたします。 

これにつきましては、台風で被害を受けた生産物の復旧ということで補助を行い

ます。県の単独事業になります。内容といたしましては、土壌病害対策としまして

薬剤防除等の土壌消毒の費用、それと病害蔓延防止ということで防虫ネット・防風

ネットの費用、それと生育対策ということで生育回復や病害防止の葉面散布剤の補

助、そういったものが台風被害農産物の生産復旧事業の補助になります。今のとこ

ろ県の単独事業ということでなっております。 

以上です。 

○議長（片山裕治君） 米村洋君。 

○９番（米村 洋君） 課長、補助金の、例えばそのどれくらい、例えばその被害にあ

った人たちが請求する金額、全額補助をするのかねということ。 

○議長（片山裕治君） 農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 今のお話は補助率の話だろうと思います。 

まず、土壌病害虫につきましては、土壌消毒の必要な経費の３分の１になりま

す。上限が１０アール当たり１０万５,０００円です。 

次の病害蔓延防止につきましても、同じく補助率は３分の１ですけど、上限事業

費が２０万円になります。 

それと、生育対策は、樹勢回復とか、葉面散布等は１０アール当たり１,４００

円、あと整枝等は３分の１になります。 

ただ、今ここ説明していますけど、議員ご存じだと思いますけど、今、国の事業

が支援策が出てきています。今の段階で県単の分だけ出てきますけど、今後、県の

事業が出てきましたら、それの乗り換えとか調整とかして、この辺のところの事業

が内容は変わっていく可能性があります。その点ご了承願いたいと思います。 

○議長（片山裕治君） 米村洋君。 

○９番（米村 洋君） ちょっとこのこっちのほうも説明して、下のほうも、この台風

の被害の生産の施設等の復旧、これに対しての補助制度をちょっと。 

○議長（片山裕治君） 農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） これは、ここに書いてありますように施設災害という
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ことで倒壊破損したハウスの復旧・再建に係る経費です。これは、被害額１０アー

ル当たり４０万円以上の被害があった場合、または１０％以上の被害があった場合

ということのハウスの対策になります。 

ただ、これも先ほど言いました今、県が１０分の２、町が１０分の２で上乗せし

ていますけど、国のほうも支援策を打ち出されていまして、こちらのほうが今、詳

細のほうが伝わってきている段階です。今後、国の事業、また県の事業、そういっ

たものを合わせましてうちのほうでも内容を検討して、皆さんに周知し、事業費を

確定したいと考えております。 

以上です。 

○議長（片山裕治君） 米村洋君。 

○９番（米村 洋君） ということは、今現在、県の補助と町の補助金ということでこ

の予算を打ち出してきているわけだね。あとは、国が、あと例えば５０％なり、例

えば補助するのかしないのかとか、そういう問題は今後においての課題としての、

大体ある程度のことは聞いとるんだけど、大体、県も国もそういうような方向性で

という話聞いとるんだけど、それは確定したのか知らないからわからないんだけ

ど、その辺のところをまた補助対象になってくるということだね。 

○議長（片山裕治君） 農業振興課長、前田昭雄君。 

○農業振興課長（前田昭雄君） 今説明しましたハウスの生産施設の復旧につきまして

は、今こちらのほうの情報としまして融資事業ですので、１０分の３という補助が

きています。経営体育成事業ということで今まで行ってました町の機械導入とか、

ハウス導入の資金になりますので、その辺のところとこの国にのる部分、また国か

らもれて県にのる分、また国と県両方できる分、そういった分が出てきますので、

その辺のところを私たちのほうで内容を精査し、周知し、勧めていきたいと考えて

おります。 

以上です。 

○議長（片山裕治君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） これで質疑を終わります。 

次に、議案第３３号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第３４号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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次に、議案第３５号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第３６号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、議案第３６号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（片山裕治君） 起立全員です。したがって、議案第３６号は、原案のとおり可

決されました。 

次に、議案第３７号について、質疑ありませんか。 

米村洋君。 

○９番（米村 洋君） これは、総務の所管だと思うんだけど、ちょっとこの本会議で

ちょっとしていきたいんですが、この副町長、指名審査委員会の会長としてこの入

札の価格、入札の結果、改札調書を見るとどのように思われるのか。非常に疑義あ

る入札。結局、行政としては関係ありませんよと言われるかしれないですけれど、

例えばそこらの小学生の子どもが見てもなんかおかしいんじゃないかとか、この入

札の金額の設定についてですよ。誰もがちょっと不思議な入札の制度だなと、何か

それの協定等々が存在するんじゃないかというような、そういうことの疑義ある入

札の結果じゃないかと思うんですね。だから、今の入札、電子によってですよ、一

般競争入札をやっておられると思いますけれど、いかにも、私一人非常に懸念して

るのは、一般競争入札のあり方というのも、一つ言うと、物品の納入に対しては予

定価格を発表しない、最低制限の価格も言わない、物品の納入に対しては、こうい

う制度でやってる。しかしこの制度、この一つの土木関係のこういう建築に対して

も、これは予定価格を発表して、ただ最低制限価格を言わないだけであって、非常

に何らかの恩恵が出やすいような入札であるかと思います。確かに、我が町のその

一つの土木の建設業界の保護をしたいということで町長はそういう方針でやってみ

えると思いますが、今後において非常にこれからはちょっとなんて言うんですか、

もうちょっとその予定価格を言わないとか、そういうようなちょっと入札制度等々

も一回その指名審査委員会のなかで協議をなされたらどうかと思うんですが、それ
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ともちょっともうちょっと幅広く一般競争入札を広げるとか、そういうことも視野

に検討されることをちょっと提言したいんですが、どうでしょうか。指名審査委員

会の副町長としては、どのように思ってみえますか。 

○議長（片山裕治君） 副町長、平逸郎君。 

○副町長（平 逸郎君） 入札における責任者ということで答弁させていただきます。 

今回のケースにつきましては、参加業者が通常２０から３０社を今必要としてお

ります。氷川町では条件付き一般競争入札の制度を持っておりますので、それにし

たがって町内だけではこれは業者数が足りてない。当然八代地域に広げたときに３

０社ぐらいが充足できると、ということで今回執行をしております。これにつきま

しては、当然、国、県の制度にのったシステムであり、熊本県では最低制限価格は

計算式を今、公表すると、そして予定価格につきましては、これは公表するという

ことで現在進んでいるところでございます。入札制度につきまして、細かく規則、

要綱等で定めておりますので、それにしたがって我々は公告して入札を執行してる

ような状況でございます。 

また、物品等につきましては、国、県も含めてまだそういう事前公表、あるいは

最低制限価格の公表あたりはまだ制度としてなっておりませんので、その辺につき

ましては、国、県の動向を見ながら今後検討していきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（片山裕治君） 米村洋君。 

○９番（米村 洋君） 町長、ちょっと長くなって寝てる議員もおりますから、この辺

で町長、この問題も含めてやっぱり行政全般のこの制度においても今後の課題とし

て提言いたしておきますから、それぐらいにしときます。もう寝てる人たちもおる

からね。 

○議長（片山裕治君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） これで質疑を終わります。 

次に、議案第３８号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第３９号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３６号を除く、議案第３２

号から同意第２号までは、お手元に配りました議案付託表のとおり、それぞれ常任
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委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３６号を除く、議案

第３２号から同意第２号までは、議案付託表のとおり、それぞれの常任委員会に付

託することに決定しました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時０４分 


